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1．はじめに
　平成28年3月をもって、38年間の中学校国語科教
諭としての生活を終えた。国語教師として日々自分
なりに反省や工夫を重ねてきたことを振り返り、国
語学習をすすめていくための基盤となる教師として
のあり方や指導力について考えていきたい。
　わたしは附属中学校の文部教官教諭として、通算
14年間勤務した。その附属中学校の重要な責務とし
て、教育実習生に国語教師としての基盤を教え育て
ていくことがあった。
　毎年、教育実習生は授業の「板書」に苦しみ、わ
たし自身も、教育実習の時に、空き教室で何度も何
度も書いては消した板書練習を思い出す。
　想像した以上に、チョークを使っての「板書」は
難しい。何を「板書」するかは、もちろん熟慮し工
夫されなければならない。しかし、黒板に縦書きで
まっすぐに書くこと、後ろの座席の生徒が確実に見
える濃さと大きさの文字を書くこと、そして、快い
タイミングとスピードで書くことは、かなりの技術
的な修練が要求される。
　大学での教職課程の必修科目に書道が組み込まれ
てはいるが、大学での書写学習は書道的な要素が多
く、実際の学校現場での授業の「板書」と重ねて考
えていくには難しいところがある。
　しかし、近年の実習を参観する限り、「板書」を
すすめていく上で、書写的な要素があまりにも身に
付いていないために、文字自体の形が乱れ、書き順
が誤り、漢字・ひらがなのバランスも乱れ、筆圧の
なさからくる文字の薄さ、乱雑さなどが目立ってき
ている。
　このような「板書」が与える生徒への負の影響の
大きさを考えたとき、国語教師として意識し鍛錬し
なければならないことが見えてくるように思う。
　この稿では、中学校の国語教師として必要な授業
力の中から、書写の力を基盤にすえた「板書」にか
かわる力について考えていくことにする。
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2．教師像と指導力
1）教師像について
　国語科の教師としてのあり方を考える上で、まず、
倉澤栄吉氏の次のことばを心に刻んでおきたい。
　「国語教師は、教材に対応する以前に、生徒に対
して顔を向けていなければならない。教材研究とは
作品研究や文章の分析ではない。生徒の、文章や作
品に対する反応を予想し、対策を立てることであ
る。」1）（傍線は筆者。以下同じ）
　また、大村はま氏も、「単元学習の学習、一番大
事な学習のその一切のこと、やり方にしろ教材にし
ろ、教材をつくるにしろ、子どもを知らなければで
きないことでしょう？知っていればなんとかなるも
のなのです。子どもを知っていれば何か話せたりす
るのです。そういうことが私の最大の勉強でした。
終始一貫そうです。」2）と語っている。
　教師がどう教えるか、どんな教材を使うかのカギ
は、すべて生徒にあるのである。教師が自分の指導
技術だけを磨けばいいのではなく、目の前の生徒一
人ひとりを様々な手段を用いて、知ろう、理解しよ
うとしていく中でのさまざまな努力と工夫が、国語
の授業を作っていくのである。
　そして、倉澤氏は次のように大村はま氏の授業を
分析している。
　「大村はまに見られる教師像を、われわれの仲間
が調べたことがある。それは決して、彼女の国語国
文の学力を測ったのではない。ある期間中、授業を
見、分析し考察した。
　大村教室に参入して、
○生徒に、どんな気合いを持って臨み、どのような
学び方をさせているか。
○そのために、どのような資料を用意し、どんな使
い方をさせているか。
○学習を助けるための教師の立ち居振る舞いはどん
なであり、それらは何の意図に基づくものである
か。
を共同調査し研究としてまとめてみたのである。そ
こから帰納できたことは、教師が、
一、ひとりひとりの生徒の国語力が伸びるよう
に、常に努めていること、
二、生徒たちが記録に徹し、書くことによって、
「からだで覚え」るようにさせていること、
三、国語の授業にむだがないように、寸時も心く
ばりをゆるめないこと、
四、生徒に対しても、自らについても、同様にき
びしく求めようとしていること、教師自らの
言語生活を広く深くするように努力している
こと、
五、学習したこと、理解し成功したことの喜びを
たいせつにすること、
などであった。教師の「かまえ」、平素の授業から
身についてきた、生活のルール・信条のようなもの
が、国語教師の相貌を形成することを教えるもので
ある。こういうものこそ、正真正銘の専門性ではあ
るまいか。」3）
　わたしは、教師としての一番大切にすべきことが、
ここにあると考えている。国語教師としての38年間、
特に学習記録を大切にし、学習の中核にすえてきた
理由もここにある。
　授業の中で、40人一人ひとりの生徒を知ることに
は限界がある。しかし、少しでも、一人でも多くの
生徒を知るためには、書かせることが欠かせない。
書いたものは、後で何度でも見返して分析し、生徒
とコミュニケーションをとることができるからであ
る。
　わたしの考える学習記録の柱の一つは、生徒の学
習の記録（いわゆるノート、私の場合はルーズリー
フ）であり、これには教師の様々な指導力の中でも
「板書」の力が大きく影響してくるのである。
2）指導力について
　辰野千壽氏は「教師の指導力」を、「1　生徒理
解能力　2　学習指導能力　3　生徒指導能力　4
　学級経営能力　5　カウンセリング能力　6　地
域との連携能力」4）の6項目に分類している。
　ここで、今回わたしが取りあげたいのは、2の
「学習指導能力」である。
　辰野氏は、この能力を、「教科の学習において、
教材・教具の作成や使用法、指導方法、指導形態、
評価法などを理解し、子どもが効果的、能率的に学
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習するように指導、助言する能力である。授業力と
も言う。」と定義している。
　また、有田和正氏は、「教師の指導力の中には、
多種多様ある。この中で、授業に焦点を当てた指導
のあり方を「授業力」といっている。」とし、「授
業とは「これだけは何としても教えたい」というこ
とを、「子どもが学びたい、調べたい、追求した
い」というものに「転化」することである。」と定
義し、転化するための最低限技術として、「1　発
問・指示　2　板書　3　資料活用　4　話し合い
　5　話術、表情、パフォーマンスetc　6　人間
性」5）の6項目を揚げ、「板書は、教師の「教育
観」の表れである。板書を見るだけで、その教師の
考え方がわかる」としている。
　今回は、上記の指導技術の中から「板書」を取り
上げ、書写の力を基盤にすえた「板書」にかかわる
力について考えていくことにする。
3．「板書」とその働き
　日本国語教育学会[編]『国語教育辞典』には、
「板書　黒板に書くこと、また、黒板に書かれた文
字など、とくに、授業において正面黒板を利用して
指導内容を意図的に書くことである。」6）とある。
　そして、板書のはたらきを、
「①学習内容の要点を提示し、学習を方向づけ、意
欲づける。単元名、教材名、目標、学習方法などの
学習事項を子どもたち全員にみえるかたちで示すこ
とができる。
②文字の大小や色、記号、図形などによって学習の
重点化を図る。学習内容の節目を示したり、キーワー
ドを抜き出したり、子どもの発言の要約を記録した
りして、学習の展開に沿って、子どもたちの注意を
集中させ、その思考、理解、表現などの手がかりと
し、学習活動を活発にすることができる。
③学習内容を継続的に提示して具体化する。子ども
たちの思考の深まりのプロセスを書いたり、この時
間の学習事項をまとめたり確認したり、次時への継
続を意識させたり、国語学習の鏡面とすることがで
きる。
　正面黒板の板書は、学習の進行と結びつき、子ど
もの学習を助け効果づけるため、子どもの前に開か
れ、また、その場で見返す教師のノートともいわれ、
視覚的に具体化していくものである。」6）と解説し
ている。
　下の写真は、鹿島中学校での国語の授業風景であ
る。ホワイトボードを使用しているのは、教室では
なく図書館での授業だからである。
写真1　図書館での国語授業
　ここでは、黒板ではなくホワイトボードだが、そ
の働きは同じである。最近、教室の黒板にはマス目
が薄く書かれていて、縦書きや文字の大きさなど揃
えやすくなっているものも多いが、ホワイトボード
は滑りやすく専用の筆記具（マーカー）で書くので、
黒板とは違う難しさがある。
4．実践の中で
1）書く前に
　2～3分前に教室に行くところから、わたしの授
業は始まる。「国語学習を始めるためのステージ作
り」のための重要な時間である。
　日々の授業では、前の時間の授業後消されていな
い黒板、消してはあるが白くかすみ汚れている黒板、
みぞにたまったチョークの粉、はたいてない黒板消
しなど、学習環境が乱れていることが多い。
　そのため、生徒も指導者もお互いに、次の授業へ
の気持ちの切り替えができるように、一度気持ちを
リセットし、国語学習に入る必要がある。
　また、忘れてはならないのは、日常生活の中でも、
縦書きの使用頻度は確実に少なくなってきているこ
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とに加え、中学校の学習では、縦書きの「板書」で
学習を記録していくのは国語科しかないという事実
である。
　参考に、現行の学習指導要領による教科の授業時
数7）を比較してみよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
教　科 1学年 2学年 3学年 合　計
国　語 140 140 105 385
社　会 105 105 140 350
数　学 140 105 140 385
理　科 105 140 140 385
外国語 140 140 140 420
表1　平成20年3月告示　中学校学習指導要領による
　これが、現行の中学校の五教科の授業時数である。
外国語（英語）の時数と比べて、国語の授業時数が
35時間も少ないことに違和感を覚える人も多いので
はないだろうか。そして、国語以外の教科では、「板
書」は全て横書きで行われているのが現状である。
　したがって、学校生活の中で、生徒に縦書きを意
識させ、その特徴やリズム、文字と文字のつながり
などを感じさせ、文字感覚を育てていくのは、国語
科をおいて他にはないのである。
　授業の始まる少し前に、まっさらにした黒板に、
日付と通算時数、単元名とねらいを書くところから
わたしの「板書」は始まっていくようになった。
2）持ち方とポイント
　（利き手が
右手の場合を
想定して述べ
ていく。）
　チョークや
ホワイトボー
ドマーカーの
持ち方は、鉛
筆や毛筆の持
ち方とは違う
という人もあるようだが、道具は違っても、持ち方
の基本には共通している4つのポイントがあるとわ
たしは考えている。
　幾種類かの筆記具の持ち方（写真2　鉛筆、写真
3　毛筆、写
真4　箸　写
真5　チョー
ク）を写真で
確かめてみよ
う。
　これらの写
真の持ち方に
共通している
のは、次の4
つのポイント
である。
　①それぞれ
の 道 具 の 幹
（筆記具の軸
に当たるとこ
ろ）に、右手
の人差し指の
はら（指紋の
あるところ）
が、しっかり
とフィットす
るように持っ
ていること。
　②人差し指
が、とがった
三角形の山の
ようにならず
に、自然な丸
みを作るよう
に持っている
こと。
　③筆記具の
重 心 部 分 よ
り、少し前の
部分を持って
いること。
　④筆記具を
持 つ 手 の 掌
たなごころ
（手のひら）に卵が入るぐらいの空間を作るように
写真2　図書館での国語授業
写真3　毛筆の持ち方
写真4　箸の持ち方
写真5　チョークの持ち方
写真6　掌の卵の空間
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持っているこ
と。
　この4つの
ポイント以外
に、もう一つ
意識してほし
いことに、左
手の働きがあ
る。
　意外に思う
かも知れないが、毛筆書写の場合、右手が動きやす
く、書きやすいように紙面に向かうためには、左の
手を45度の角度で軽く紙面の左下に添えることが必
要なのである。硬筆の場合も同じであると考えてい
る。
　黒板に向かうときにも、この左手の働きを参考に
していけば、身体の縦軸が曲がることがなく、黒板
にまっすぐに文字が書けるようになるはずである。
　また、生徒がよく使用する筆記具としては、シャー
プペン、ボールペン、ネームペン、マーカーなどが
考えられるが、紙面に対する筆記具の角度は、使用
する道具によって異なることも承知しておきたい。
　そして、チョークにもいろいろな種類があるので、
使い心地が自分に合うチョークを見つけ、チョーク
ボックスに常時入れて、不安のない「板書」ができ
るようにしていくことも必要であろうと思う。
3）文字の大きさと濃さ
　「板書」における、文字の大きさと濃さについても、
書写の基本と深くつながっている。
　したがって、中学校の国語教師は、小学校での書
写学習を確認し、そのつながりを頭に置きながら、
学習を進めていかなければならない。
　小学校の書写の教科書8）には、次のように学習
のポイントが繰り返し示されている。
○小学校一年生の書写の教科書では、
「かきじゅんに気をつけてかこう。」
○小学校二年生の教科書では、
「書きじゅんと字の中心に気をつけて書こ
う。」
○小学校三年生の教科書では、
「たて画や点、画がつくところや横画の真ん
中などを、中心の目安にしよう。」
○小学校四年生の書写の教科書では、
「漢字は大きく、平がなは小さく書くと、つ
り合いが取れるよ。」
「文字の中心をそろえると、行の中心もそろ
うんだね。そうすることで読みやすくなる
ね。」
「筆順が正しいと、画数が多くてむずかしい
漢字でも、形を整えて書くことができるよ。」
○小学校五年生では、
「字形を整えるには、点画のつながりを意識
することが大切なんだね。」
「文字の中心をそろえて書くと、行がまっす
ぐになるよ。」
「仮名は漢字より小さめに書くとつり合いが
取れるよ。」
毛筆で二字や四字を半紙に書くときには、「①
用紙に対する文字の大きさ②行の中心③字間
④余白に気を付けることが大切だよ。」と示
されている。
○六年生の書写になると、　
「点画をつなげる気持ちで書くと、速く書く
ことができるよ。」
「何行かにわたって文字を書くときは、文字
の大きさのほかに、①行の中心②字間③行間　
に気をつけるといいよ。」
　中学校での国語学習では、まず、これらを確認し、
ふまえながら、次のように学習を進めていく。
　①漢字とかなのバランス
　目安として、漢字を10割、ひらがな8割ぐら
いの意識で、中心線を意識しながら書いていく
のがよいことを具体例を示しながら指導してい
く。
　②文字の濃さ
　チョークの種類にもよるのだが、黒板の文字
が教室の後ろの生徒にもはっきりと見えるため
写真7　左手の働き
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に、まず、筆圧を意識することが大切である。
1センチくらいの太さで色がはっきりと見える
ようにチョークに力を加えて書く必要がある。
　このことは、上記のように、小学校の書写学習で
学んでいるはずなのだが、中学校でも指導者が意識
して書くことによって、書写と国語学習が別々のも
のではなく、一つなのだと体感させていくことにな
る。
4）書くスピード
　板書には、チョークで黒板を叩くような大きな音
がつきものである。しかし、その音は指導者が書く
スピードによって変化する。中学校の場合、特に中
学一年生の国語学習のはじめである一学期は、全体
を楷書で書くことに留意し、スピードを出さないよ
うゆっくり書くことを心がける。小学校の板書の丁
寧さを引き継ぎながら、徐々に中学校のリズムにし
ていくことが大切である。（例えば、一年生の初め
のころは、黒板の一行が十字ぐらいなら、30秒程度
を目安にして丁寧な板書を心がけたい。）
5）色づかいなど
　たくさんの色を使えば、学習者にとって分かりや
すい「板書」になるかというと、そうでもない。あ
まり、たくさんの色を使いすぎると、「板書」の焦
点がぼけてしまうからである。
　そこで、わたしは基本的に三色を使うようにして
きた。白色、黄色、赤色である。（教師生活の終わ
りの数年間は、図書館での国語学習であったので、
ホワイトボードには二色で板書するようになった。）
6）「板書」の構成
　黒板を一つの紙面と考え、そのレイアウトを考え
ながら「板書」を構成していきたい。
　「板書」を見ながら生徒は自分のノート、学習の
記録を残していくことになる。一学期ごと、そして
一年間の学習を整理していくためにも、適切な板書
が必要となってくる。わたしが、一年間を通して「板
書」に必要だと考えている項目は、次のようなもの
である。
(1）日付、通算時数、単元名、内容
　各クラスの黒板には、学級経営とかかわって、右
端に次のような事柄が書かれていることが多い。　
写真8　学級黒板への板書例
・日付…たいていは漢数字で次のように書かれ
ている。例　六月七日（火）
　・日直…寺本
　・今日の学級目標「丁寧に書こう」など
　そこで、わたしは、7/5（4）のように、算用
数字とスラッシュを使って月日を示し、（　）には、
通算の国語学習の時数を記すことにしていた。
　この通算数字があることで、学期ごとに学習記録
をまとめたり、単元「わたしの本作り」で一年間の
学習の記録をまとめていくときに、迷わず記録の処
理ができるのである。
　また、算用数字で示したのは、多くの教室では、
右端には日付が漢数字で示されており、同じことを
板書で繰り返すなら違う表現で書かせ、コンパクト
に表現できるからでもあった。
(2）メモのコーナー作り
　わたしは、板書の左端に「メモ」のコーナーを作
ることが多かった。
　黒板の魅力は、書いたことを残しておくことも消
すことも自由に指導者のタイミングでできるところ
にある。日々、重ねられていく国語学習の中で、黒
板に書かれたことをきちんと記録に残していく視写
の力も大切である。しかし、それと同時に、消えて
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ゆく話し言葉（教師の短話、発展的な内容、添えら
れた知識など）や書かれなかったことの中にある重
要語句などを意識して記録に残していくことを、教
師が例を示してメモに残すコーナーとした。
　学習指導要領の中には、「話すこと・聞くこと」
の目標9）に次のような項目がある。
[話すこと・聞くこと]小学校
第一学年及び第二学年
エ、大事なことを落とさないようにしなが
ら、興味を持って聞くこと。
第三学年及び第四学年
エ、話の中心に気をつけて聞き、質問をした
り感想を述べたりする。
第五学年及び第六学年
エ、話し手の意図をとらえながら聞き、自分
の意見と比べるなどして考えをまとめる
こと。
　中学生になったからといって、小学校での目標が
全て達成されているわけではない。螺旋的に振り返
り、繰り返しながらメモを活用して力を深めてたい。
(3）箇条書きのルール
　生徒達は今後の生活の中で、さまざまな書類を
作ったり、まとめたりすることになる。そこで、書
いて整理するための「箇条書き」の基本を、「板書」
で示し、記録させていくことで、繰り返しながら身
につけさせていきたいと考えた。
　わたしは、一番の重要項目は漢数字で示した。次
は、算用数字と括弧、その次は丸数字、そして、黒
点という順番で使い、小さくなるごとに、一字ずつ
段を下げるように決めていた。
　このようなことを意識しながら、次のようなくぎ
り符号10）についても、折にふれて学ばせていくこ
とが大切である。
くぎり符号
。（まる）
、（てん）
・（なかてん）
（）（かっこ）
「」（かぎかっこ）『　』（にじゅうかぎかっこ）
　公用文では「　」の中に。をつけることになっ
ているが、小説などではつけていないものも多
い。
※また、公用文では、！（コーテーションマー
ク）や？（クエスチョンマーク）は使わない
ことになっている。
5．字体・字形・書体について
　次の図1は、毎週発行していた教師手作りの「国
語教室通信」である。
通信の例
図1　国語教室通信　H26. 7.11　№12号1年生用
　小学校では、曖昧な指示が誤解を招くために字体
については厳しく一つの字体にしぼって書くように
指導されているようである。しかし、中学校では、
「とめ・はね・はらい」などの違いは、表現の差で
句読点は横書きでは「，」お
よび「。」を用いる。物事を
列挙するときは「・」を使う
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あって字体の差ではないということをきちんと認識
させ、生徒に字体・字形・書体についての知識を身
に付けさせ、手書き文字の許容性を徐々に考えさせ
ていきたい。「こう書かねばならない」のではなく「こ
う書いてもよい」ということなのである。
　その時に指針となるのが、平成28年2月29日に出
された文化庁の文化審議会国語分科会報告で示され
た『常用漢字の字体・字形に関する指針（案）』11）
である。タイミングを見ながら、図1，図2の国語
教室通信№12号№15号のように情報をまとめて生徒
に発信していきたい。
通信の例
図2　国語教室通信　H27.10.16　№15号　1年生用
（ここでは、指針（案）の中から、簡単に、字体・
字形・書体について触れておく。）
◆字体
　それぞれの点画の数や線の組合せなど，基
本となる骨組みから判断し，別々の字である
と読み取るからであると考えられる。このよ
うな文字の骨組みを「字体」と言う。
◆字形
　また，手書き文字，印刷文字を問わず，具体
的に出現した個々の文字の形状のことを「字形」
と言う。
　形状の違いとは、長短，方向，つけるか，は
なすか，はらうか，とめるか，はねるか等である。
◆書体
　字体を基に具現化された字形には，一定の
特徴や様式が現れることがあり，印刷文字で
言えば，明朝体，ゴシック体，教科書体など
といった体系を形成する。そのような文字に
施された一定の特徴や様式の体系を「書体」
と言う。
　歴史的に形成されてきた書体としては、①
篆書体②隷書体③草書体④行書体⑤楷書体な
どがある。
6．学習指導要領と教師の「板書」の影響力
　中学一年生の場合、年間35週、140時間の国語科
の授業がある。もちろん、その中には、取り立てて
行う書写学習も年間20時間程度含んでいる。
　学習者の側から考えてみよう。学習者は、年間を
通して百回以上、「板書」を見て、記録していくこ
とになる。そして、それは担当する指導者の書く文
字やことばの感覚が静かに大きく学習者に影響を与
え続けていくことなのである。
　毎回の「板書」で、生徒の中に静かに蓄えられ、
影響を与え続けていく国語の力についても、一考す
る必要がある。
　安居總子氏は、次のように述べている。
「1　指導者の書き文字は最高の学習材
　指導者の書き文字は、学校の言語環境、国語
教室では文字学習環境を形づくる。正しくて美
しい文字は、目で見て覚えたり、真似て書いた
りするのに最適であり、それは文字感覚を身に
付けることにつながる。学習者にとって指導者
の書き文字は最高の学習材なのである。
　2　目標は文字感覚を育てること
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　文字の学習の一つに書写技能習得がある。学
習指導要領では「伝統的な言語文化と国語の特
質に関する事項」に位置付けられていて、「字
形認識の力、文字の配列・字配り（字間、行間、
文字の大きさ、用紙への配置）の力、書式、用具
使用の力を育てることを目標としている。」12）
　中学校の国語学習の中でも、書写の配当時間は、
一・二年生で年間20時間程度、三年生では年間10
時間程度と示されている。
　平成20年3月改訂の学習指導要領13）を確認し
てみよう。
学習指導要領から
[伝統的な言語文化と国語の特質に関する項目]
第一学年及び第二学年
ア、姿勢や筆記具の持ち方を正しくし、文字
の形に注意しながら、丁寧に書くこと。
第三学年及び第四学年
イ、漢字や仮名の大きさ、配列に注意して書
くこと。
第五学年及び第六学年
ア、用紙全体との関係に注意し、文字の大き
さや配列などを決めるとともに、書く速
さを意識して書くこと。
（中）第一学年
ア、字形を整え、文字の大きさ、配列などに
ついて理解して、楷書で書くこと。
イ、漢字の行書の基礎的な書き方を理解して
書くこと。
（中）第二学年
ア、漢字の行書とそれに調和した仮名の書き
方を理解して、読みやすく速く書くこと。
イ、目的や必要に応じて、楷書又は行書を選
んで書くこと。
（中）第三学年
ア、身の回りの多様な文字に関心を持ち、効
果的に文字を書くこと。
　国語科の指導者は、まず、大学で学習した書写学
習の一部を思い出し、さまざまな道具や場面での「板
書」を練習することが大切である。そして、書き順
の思い込みを確認し、ひらがなと漢字の調和を考え、
美しくなくとも丁寧に書く気持ちを持ち続けていく
ことが必要である。
　そのために、教師自らが、気持ちを新たにして書
道を習ったり、ペン習字を習得したりする努力をす
ることが必要になってくる。
　取り立て指導でなくとも、日々の板書指導は、ま
さに、生活の中での書写指導であるとわたしは考え
ている。文字は日本の伝統的な言語文化の代表であ
ることを忘れずに、書写学習に対して指導者は意識
を高めていくことが重要である。
7．おわりに
　今、世の中はインターネットの時代、文字を書く
のではなく、文字を押す時代になってきた。ことば
の読み方さえ分かれば、「バラ・薔薇、ゆううつ・憂鬱、
あいまい・曖昧」等々、どんなに書くのが難しい文
字であっても、あたかも自分のもののようにＩＴ機
器が示してくれる。
　しかし、わたしは指導者のその場その瞬間をとら
えた手書きの「板書」の力を見直し、生徒が手書き
で記録していく場を今以上に大切にしていくべきで
はないかと考えている。
　一学期の終盤になると、島根県では先輩方が継続
してきた書写学習の実践の場として、「島根県硬筆
コンクール」がある。このコンクールを活用して生
徒に書写のポイントを指導しながら、手書きの文字
の力と魅力についても考えさせていきたい。
　また、二学期には、「松江市毛筆コンクール」や「島
根県書き初めコンクール」など、毛筆学習をいかす
実践の場がある。二学期の学習では、日常の「板書」
の中にも少しずつ「行書」を盛り込んで、文字自体
や文字と文字の流れを意識させるような「板書」に
していきたいものである。
　2020年度から順次実施する「次期学習指導要領の
審議のまとめ案」が2016年8月2日に発表された。
中学校では大きな内容の変化はないが、「何を学ぶ
か」から「どのように学ぶか」という視点で、全教
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科で“アクティブラーニング”による児童生徒の主
体的、能動的な学習が推進されている。
　ここで危惧されるのは、「小中高を通じ、対話や
討議で児童生徒が主体的に学ぶ」アクティブラーニ
ング」と紹介されるために、討論や話し合いのよう
な活動ばかりが注目されることである。
　「板書」は、学習のポイントを全体に示し、書く
ことによって立ち止まって考えたり、学習の今を確
認したり、学習全体を定着させ、方向づけていく働
きがある。これからの国語学習の中でますます大切
にされていかなければならないのが、「板書」であ
ろう。
　「板書」の方法や留意点については、他にもさま
ざまな観点、項目が考えられるであろうが、まず、
目の前の生徒の実態を理解しようと努め、少しずつ
であっても、昨日より小さな工夫を重ねた「板書」
を生徒に示していけるような授業でありたい。
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